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戦略会議タイムラインの点検結果

南海トラフ地震が発生した場合に、人命救助をはじめとする行動を早急に開始し、地域の経済活動を一日も早く
復旧・復興することを目的に、関係機関の発災後の行動を時系列的に整理した戦略会議タイムラインを作成※

※平成30年度の作成後、各機関の計画の見直し等を反映し継続的な更新を実施

【戦略会議タイムラインの作成目的】

【関係機関が連携して取り組むべき課題】

〇災害対応行動を迅速化・効率化するために関係機関で共有が必要な情報※の整理と共有体制の構築
※「他機関が所掌する分野における被災情報（ライフライン関係情報等）」、「被災エリアにおいて災害対応資源（ヒト・モノ等）が不足する場
合の対応予定情報（未被災エリアからの支援見込み等）」等

〇戦略会議構成員が幅広く参加する訓練等の実施による関係機関同士の連携強化

【令和４年度の実施内容】

戦略会議タイムラインに記載の災害対応行動※について、更なる迅速化・効率化を実現するための課題を抽出
することを目的とした点検を実施。 ※発災から24時間経過後、72時間経過後までに着手すべき行動等

【点検結果】

道路啓開、災害廃棄物処理等の複数の機関が連携して実施する災害対応行動について、速やかに着手できるものの、
更なる迅速化・効率化を実現するために関係機関が連携して取り組むべき課題を確認。

令和５年度戦略会議活動計画に位置づけ取り組みを開始86
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